
仰
せ
ら
れ
、
「
弘
法
は
智
者
な
る
が
故
に
一
を
三
と
讃
み
、
H
蓮
は
愚
者
な
る
が
故
に
一
を
一
と
諌
む
。
」
等
の
切
買
な
る

多
く
の
御
遺
文
を
拝
す
れ
ば
如
貨
に
組
師
の
御
意
砂
織
λ
之
と
が
出
来
る
。
之
の
純
異
な
る
特
紳
の
会
要
求
に
封
し
て

奥
へ
ら
れ
た
の
が
法
華
経
で
あ

b
、
従
っ
て
此
の
件
華
経
に
説
示
さ
れ
た
る
数
へ
乙
そ
人
生
最
高
の
原
却
で
あ
b
、
最

や
完
全
な
る
生
命
の
源
泉
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o
市
も
本
化
の
悌
使
日
蓮
上
人
の
乙
の
先
人
未
踏
の
法
華
経
の
行
者
と

し
て
一
天
四
海
皆
鯖
妙
法
の
大
姉
を
掲
げ
揖
受
折
伏
、
時
に
臆
じ
て
一
期
を
妙
法
の
弘
通
に
捧
げ
、
権
戚
あ
る
宗
教
を

末
法
の
枇
曾
に
徹
頭
徹
尾
行
き
渡
ら
し
め
ん
と
の
六
十
年
の
生
涯
猫
足
ら
5
る
の
御
精
準
を
偲
ぴ
奉
る
時
、
誰
か
そ
の

掌
さ
に
戚
激
せ
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
ふ
か
。

「
烏
三
虫
と
は
鳴
け
ど
も
涙
落
ち
ゃ
日
蓮
は
泣
か
ね
ど
色
一
保
ひ
ま
な
し
ー
一
三

或
は
「
日
蓮
は
日
本
六
十
六
ヶ
岡
島
二
つ
の
内
五
尺
に
足
ら
Y
る
身
の
一
つ
置
く
開
花
し
」
等
の
御
遺
女
は
一
讃
よ
く

上
人
の
会
生
活
砂
伺
ふ
に
足
る
。
警
鐘
は
阪
に
樹
乱
打
さ
れ
た
。
五
目
。
は
常
に
一
切
の
偏
足
を
拾
て
L
．
純
な
る
魂
と
溢

る
、
熱
情
と
に
依
っ
て
異
撃
な
る
一
道
を
辿
b
、
宗
姐
の
所
謂
、
ニ
陣
三
陣
の
「
和
議
」
ご
し
て
努
力
精
進
以
て
向
上

の
一
路
に
、
高
遺
す
イ
込
己
中
あ
る
。

哲
率
的
部
門
よ
り
観
下
る
台
、
営
雨
家

；立

自奇

政

た

ど

る

べ

き

諮

七
九



智
恵
a

的
部
門
よ
り
親
仁
志
台
、
砕
同
爾
家

一
八

O

（

A
）
 

序

宅Z
l=:I 

宗
敬
は
信
仰
を
以
て
、
其
本
領
と
な
す
も
の
な
る
を
以
て
、
多
分
に
情
的
券
子
を
含
む
乙
と
は
言
を
侠
た

F
る
所
で

あ
る
。
故
に
世
の
進
化
に
逆
ひ
、
保
守
的
傾
向
を
有
す
る
は
侮
る
べ
か
ら

F
る
所
な
り
さ
雄
も
、
市
も
亦
、
村
誠
に
於

い

τ、
杢
然
否
定
す
る
所
に
向
っ
て
、
そ
れ
が
信
仰
を
立
て
る
事
の
不
可
能
な
る
は
勿
論
で
あ
る
。

弦
に
於
い
て
、
最
も
接
蓮
せ
る
宗
教
は
「
阜
の
串
」
た
る
哲
皐
の
上
に
そ
の
基
礎
を
有
し
之
に
依
っ
て
其
の
信
念
を

輩
固
な
ら
し
む
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
も
、
絶
劃
平
等
不
可
思
議
な
る
、
宇
宙
の
大
究
在
を
究
明
す
る
を
以

τ其
の
第
一
義
ご
な
し
（
平
段
）
之
を
有
限
な
る
吾
人
の
意
誠
内
に
反
映
し
来
る
ぐ
』
同
時
に
、
有
脱
化
し
て
人
格
的
資

在
を
現
出
し
、
之
を
標
準
と
し
、
之
を
封
象
と
し
て
、
敬
仰
し
憶
保
し
、
漸
戎
改
善
、
誕
化
す
る
を
以
っ
て
第
二
義
的

（
目
的
）
と
せ
ね
ば
な
ら
ね
o

市
し
て
、
此
の
雨
義
を
完
備
し
て
始
め
て
異
の
宗
敬
と
云
ム
ペ
く
、
一
枇
合
救
済
の
賞
．
は
じ
め
て
具
は
る
の
で
あ
る
。

若
し
、
結
に
そ
れ
が
第
一
義
を
快
く
宗
教
ゐ
b
Z
す
れ
ば
、
是
れ
畢
寛
、
迷
信
的
邪
教
に
し

τ、
晃
b
売
る
科
皐
の
光

明
に
遭
へ
ば
、
哀
れ
榔
郭
の
夢
醒
め
果
て
、
、
果
敢
な
ら
』
最
後
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

現
在
、
宗
教
と
稀
す
る
も
の
、
そ
の
敢
移
し
き
も
、
而
ち
、

一
悌
致
。
乞
除
〈
の
外
、
皆
唯
、
天
日
時
、
崎
一
不
等
に
依
’
P

て
成
れ
る
も
の
多
く
、
深
遠
な
る
哲
却
の
上
に
立
て
る
も
の
、
殆
ん
ど
之
を
見
出
し
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
故
に
鞄
近
科



皐
の
鍛
槌
に
接
し
て
多
〈
の
宗
敢
の
牙
城
は
、
累
卵
の
危
舎
に
頻
し
て
居
る
有
様
で
あ
る
o

然
る
に
、
偽
敢
は
大
畳
世
掌
の
幽
玄
な
る
知
見
に
依
っ
て
立
数
し
、
古
今
一
切
の
哲
皐
設
営
網
羅
し
、
凡
ゆ
る
科
皐

ぞ
含
蓄
し
て
、
向
ほ
徐
裕
あ
る
基
礎
を
有
す
る
を
以
て
、
如
何
科
研
賞
し
、
討
究
す
る
と
雄
も
、
動
か

F
る
乙
vr一
盤
石

の
如
〈
、
悌
日
の
光
輝
は
、
持
た
愈
ん
γ

願
揚
さ
れ
ん
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
裁
に
そ
れ
が
第
二
義
を
快
く
宗
致
ゐ
b
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
但
、

一
片
の
哲
皐
と
し
て
詐
さ
れ
る
事
は

と
ま
れ
れ
、
吾
人
は
宗
教
と
し
て
、
そ
の
債
値

ee認
む
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
ム
。
縦
令
、
そ
れ
が
設
〈
所
、
如
何

に
巧
妙
に
し
て
一
知
の
間
然
す
る
所
な
〈
、
善
〈
宇
宙
の
本
却
を
究
明
す
る
と
雄
色
、
之
を
人
格
化
し
て
、
信
仰
の
封

象
と
す
る
事
な
く
し
℃
は
偉
夫
な
る
戚
化
を
輿
へ
て
、
一
切
人
類
を
指
導
す
る
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
b
、
唯
、
不
可
思
議
な
る
絶
封
的
賞
在
を
捉
へ
来
っ
て
、
之
を
目
的
と
し
、
之
を
標
準
と
し
、
之
に
依
っ
て
安
心
立

命
す
イ
し
と
説
く
と
も
、
要
す
る
に
、

乙
れ
無
味
乾
燥
の
空
論
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

窓
を
以
っ
て
、
凡
ゆ
る
宗
教
は
一
三
し
て
、
人
格
的
責
在
を
立
て
ぎ
る
も
の
ご
て
は
な
〈
、
そ
の
人
格
的
賞
在
の
明

瞭
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
戚
化
力
の
大
な
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

之
を
要
す
る
に
、
異
の
宗
教
は
、
先
づ
県
佐
に
満
足
を
奥
へ
、
而
し
て
後
、
戚
情
に
封
し
て
確
た
る
慰
安
を
得
せ
し

む
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ね
。
而
し
て
、
吾
人
は
設
に
全
偶
数
の

E
努
と
も
云
ふ
べ
き
、
台
営
両
家
の
宗
教
的
異
偵

軒
目
撃
的
部
門
よ
り
概
た
る
台
、
品
官
同
雨
家

入



持
白
血
中
的
部
門
よ
り
観
れ
ろ
合
・
円
高
爾
家

，，、

の
何
れ
が
勝
れ
る
か
に
つ

3
、
刺
か
研
究
せ
る
所
を
述
べ
て
み
や
う
一
。

（

B
）
 

台
家
の
哲
準
的
部
門

法
華
経
所
詮
の
極
開
は
、

E
に
諸
法
貧
相
で
あ
る
、
而
し
て
、
台
家
は
法
華
経
を
主
依
と
な
す
と
離
も
、
而
も
辿
門

を
以
て
、
そ
れ
が
表
と
な
す
が
故
に
其
の
世
界
観
は
、

一
如
的
宜
在
論
に
し
て
、
随
っ
て
益
法
界
そ
以
て
、

一
法
性
の

願
現
ご
見
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
善
悪
邪
正
、
生
死
担
架
共
に
、

一
法
性
の
上
に
起
る
作
用
に
外
な
ら
ず
と
説
く
の
で

あ
る
。
則
ち
、

天
地
の
形
相
に
必
ず
性
ゐ
b
、
性
あ
る
所
必
ず
復
た
体
あ
り
、
而
し
て
性
体
の
ゐ
る
所
必
ず
力
、
作
、

因
、
縁
、
果
、
報
是
に
依
っ
て
現
は
る
の
で
あ
る
。
市
も
報
を
亨
け
た
る
所
、
そ
の
佳
、
相
な
ゐ
を
以
て
、
本
末
究
一
克

し
て
平
等
で
あ
る
、
（
約
俄
一
諦
）
随
っ
て
、
十
回
介
の
依
正
は
、
皆
悉
く
此
の
因
果
の
一
大
珂
法
に
依
っ
て
経
緯
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

故
に
、
十
如
は
十
界
の
通
体
、
十
界
は
十
如
の
別
相
と
な
る
、
市
し
て
、
十
如
の
謀
本
は
力
作
に
あ
ら
や
、
因
縁
に

あ
ら
ず
、
叉
、
果
報
に
も
あ
ら
ず
し

τ、
相
性
体
の
中
に
ゐ
つ
て
は
即
ち
性
で
あ
る
。
故
に
、
十
界
各
ん
γ

其
性
を
本
と

し
て
展
轄
反
覆
し
、

一
は
善
の
輸
を
迭
b
て
備
と
額
は
れ
、

一
は
惑
の
輸
を
作
っ
て
衆
生
と
現
じ
、
雨
者
の
間
隔
は
賀

に
天
壊
も
菅
な
ら
ぎ
る
が
如
く
見
ゆ
れ
ど
も
、
市
も
、
畢
一
克
す
る
所
、
共
に
是
れ
一
大
法
性
の
額
現
の
左
右
に
外
な
ら

ん
の
で
あ
る
と
云
ふ
。



是
を
以
て
、
十
界
三
千
の
諸
法
は
、
ス
宝
〈
唯
一
心
の
礎
動
と
見
る
べ
〈
、
則
も
一
念
、
僅
か
に
動
り
ば
三
千
愛
に
忽

然
と
し
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
、
却
ち
乙
れ
一
念
三
千
で
あ
る
。

斯
の
如
く
に
し
て
、
金
法
界
迷
悟
の
諸
法
営
以
て
、

一
日
明
性
の
願
現
ミ
な
し
、
再
轄
し
て
是
を
一
心
に
揮
す
る
の
で

あ
る
ま
設
く
の
で
あ
る
o
而
し
て
、
・
径
俄
中
の
三
諦
論
に
至
つ
て
は
、
空
中
に
椴
と
中
古
あ
れ
ば
断
無
の
空
に
ゐ
ら
ず
、

偲
中
に
宰
と
中
と
を
現
ず
れ
ば
、
頼
縁
の
般
に
あ
ら
や
、
中
は
困
よ
b
、
丞
般
を
牧
む
れ
ば
無
得
の
中
に
あ
ら
守
、
般

よ
b
見
れ
ば
一
切
服
、
空
よ
b
見
れ
ば
一
切
空
、
中
は
仮
定
を
統
介
す
れ
ば
、
中
の
外
に
限
定
な
く
、
堪
一
郎
三
、
非
前

後
、
含
生
本
具
、
非
造
非
作
也
言
。

き
れ
ば
、
台
家
の
宇
宙
観
は
、

一
貫
異
却
を
以
て
絶
待
平
等
、
不
可
思
議
な
る
貸
在
・
あ
り
芭
な
し
、

n記
4

グ
一
不
す
に
三

諦
論
を
以
て
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
れ
貨
に
、

一
元
論
の
究
一
党
、

一
大
国
宗
の
性
兵
論
に
し
て
、
正
に
天
地
法
界
の

真
理
ぞ
叩
い
て
泣
戚
な
主
て
い
の
戚
が
あ
る
。
而
し
て
、
台
家
は
此
法
性
の
一
如
を
以

τ、
妙
法
蓮
華
経
の
正
体
ご
し

て
ゐ
る
。
故
に
、
天
地
は
妙
法
に
牧
ま
り
、
妙
法
は
天
地
を
接
頴
す
る
の
で
あ
り
、
地
獄
乃
至
九
界
の
業
悶
業
呆
も
亦
、

妙
法
の
願
現
と
見
る
の
で
あ
る
。

悲
を
以
て
、
「
十
加
十
界
の
諸
法
は
今
維
の
正
作
な
る
の
み
」
さ
論
断
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
て
、
台
，
家
の

法
華
経
観
の
大
立
を
知
る
べ
主
で
あ
る
o
卸
も
、
抗
ち
仁
宇
宙
の
現
象
を
捉
へ
ず
、
之
を
頴
現
す
る
根
本
質
在
を
以
て

智
恵
e

的
部
門
よ
り
額
十
h
R
台
、
時
前
爾
家

一
八
三



折
田
胤
中
的
部
門
よ
り
淑
た
る
台
、
貨
同
中
本

一
八
四

異
如
Z
競
し
、
蓮
華
と
名
づ
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
故
に
、
台
家
に
於
℃
は
、
現
象
郎
賞
在
に
非
守
し
て
、
賓
在
即
現

象
で
あ
A
P
、
事
に
由
て
の
却
で
は
な
く
、
聞
に
由
て
の
事
で
あ
る
。
即
も
、
台
家
の
本
領
が
所
謂
、
問
事
無
碍
な
れ
ど

も
、
そ
の
主
と
す
る
所
、
聞
に
あ
る
は
多
照
を
要
せ
ぎ
る
事
貨
で
ゐ
る
。
故
に
、
諸
法
の
妙
を
論
ず
る
場
令
、
必
ず
、

先
づ
之
を
法
位
に
住
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
宇
宙
の
玄
妙
は
、
唯
、
静
的
問
体
に
の
み
存
す
る
か
ら
で

あ
る
。然

し
、
此
の
台
家
の
所
論
、
果
し
て
杢
〈
遺
漏
な

3
か
？
、
又
、
末
法
今
時
に
於
い
て
、
之
を
基
礎
と
せ
る
宗
教
が
、

果
し
て
大
な
る
戚
化
を
奥
へ
て
、
宗
教
本
来
の
使
命
を
完
全
に
果
し
得
る
か
、
否
か
？
、

吾
人
は
以
下
、
営
家
の
哲
事
的
方
面
を
論
述
し
て
、
雨
者
の
批
剣
を
試
み
、
以
て
、
其
の
宗
敬
と
し
て
の
異
偵
を
論

ぜ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

C
）
 

営
家
の
哲
皐
的
部
門

宮
家
も
亦
、
法
華
経
を
以
て
主
扶
と
し
℃
む
ゐ
事
は
天
台
と
同
様
な
れ
ど
ち
、
市
も
話
訟
の
貧
相
を
明
す
仁
、
台
家

の
如
く
謹
門
を
表
と
せ
ず
し
て
、
本
門
書
量
の
見
地
に
立
て
之
を
論
じ
℃
ゐ
る
。
即
も
、
悠
久
な
る
無
始
却
来
、
無
際
、

無
限
に
活
動
し
っ
、
あ
る
現
衆
を
促
へ
て
、
そ
の
上
に
異
刊
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
而
も
、
台
家
に
於
い
て
は
、
そ
の

事
相
の
内
面
に
一
念
三
千
を
具
す
る
が
故
に
、
外
に
事
の
活
動
生
や
る
の
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
一
る
が
、
官
家
に
至



て
は
、
活
動
の
営
相
、
印
も
獲
韓
極
ま
・
9
な
主
、
天
地
誌
界
の
寓
象
を
以
て
、
直
も
に
宇
宙
の
本
体
を
論
じ
．
之
を
そ

の
佳
、
観
取
し
来
て
、
以
て
、
本
悌
稗
寧
の
化
身
な
り
、
色
身
な
’
り
と
見
る
の
で
あ
る
、

さ
れ
ば
寄
量
品
の

「
我
質
成
偽
以
来
無
量
無
謹
一
五
云
」

の
文
を
吾
組
御
義
に
蝿
押
し
て

「
我
ト
刀
法
界
ノ
衆
生
ナ
リ
ノ
、
十
界
各
々
デ
指
ジ
テ
我
ト
言
ナ
リ
、
質
ト
一
無
作
三
身
ノ
悌
ナ

y
ト
定
メ
タ
ヲ
、
此

ヲ
貫
ト
云
フ
ナ

y
、
成
ト
ρ

能
成
所
成
ナ
リ
、
成
ハ
開
ノ
義
ナ

y
、
法
界
無
作
三
身
ノ
怖
也
ト
開
ケ
タ

y
、
備
ト
山

之
ヲ
費
如
ス

Y
ヲ
云
フ
ナ
ヲ
、
己
ト
刀
過
去
ナ
9
、
京
ト
ρ

未
来
也
、
巳
来
ノ
言
中
ニ
現
在
川
在
－
F

ナ
リ
、
我
究
ト

成
悌
ニ
ジ
テ
、
巳
モ
来
毛
無
遁
ナ
リ
、
無
量
ナ
リ
云
々
」

叉
、
同
品
に

「
如
来
如
由
貿
知
見
、
三
界
之
相
、
無
有
生
死
、
若
返
若
出
、
亦
無
在
世
、
及
減
度
者
、
非
貨
非
虚
、
非

知
非
異
、
不
知
三
昇
、
見
於
三
昇
、
如
斯
之
事
、
如
来
明
見
、
無
有
錯
謬
云
々
」

等
と
、
叉
御
義
に
之
を
稗
し
て
「
如
来
ト
山
三
界
ノ
衆
生
ナ
9
、
此
衆
生
、
書
量
品
ノ
眼
開
キ
見
レ
バ
、
十
回
介
本
有
ト

賞
ノ
如
ク
知
見
セ
リ
ノ
、
一
二
界
ノ
相
ト
A

生
老
病
死
ナ
リ
、
本
有
ノ
生
死
ト
見
v

j

無
有
生
死
ナ
ソ
、
生
死
ナ
ケ

ν
バ

退
出
モ
ナ
シ
、
唯
、
生
死
無
ニ
非
Y
ナ
リ
、
生
一
兆
テ
見
ア
、
遠
離
ス

Y
ヲ
迷
卜
云
ヒ
、
始
畳
ト
云
ア
ナ
リ
、

サ
ア
本
有

ノ
生
死
ヲ
知
見
ス
U
F

ヲ
本
畳
ト
A

云
フ
也
云
々
」

耕
同
率
的
部
門
よ
り
視
に
九
台
、
賞
爾
家

一
八
五



智
接
的
部
門
よ
り
淑
た
る
台
、
骨
間
隔
家

一
八
六

ー
」
云
ふ
に
見
て
色
、
台
常
其
立
を
具
に
せ
る
を
知
る
J

へ
き
で
ゐ
る
。

天
地
の
万
有
は
之
よ
’
り
隔
細
説
す
る
と
一
広
ふ
が
如

き
も
の
に
非
守
し
て
、
理
は
此
の
活
動
せ
る
事
象
に
．
本
有
的
に
具
備
せ
る
霊
力
に
し
て
、
事
を
離
れ
て
、
別
に
刊
を

之
を
要
す
る
に
常
家
の
字
情
制
慨
は
、
静
止
的
問
体
を
本
位
と
し
て
、

認
め
特
ず
、
事
の
一
切
は
却
も
理
の
一
切
な
る
を
以
て
、
車
問
会
〈
不
二
三
見
る
の
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
、
間
性
よ
り
事
象
が
額
損
せ
る
に
非
ず
し
て
、

m性
は
事
象
の
印
刷
性
と
見
る
の
で
あ
る
。
拘
言
す
れ
ば
、
問

性
は
事
象
中
よ
り
抽
出
し
待
た
る
観
念
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
o
故
に
営
家
よ
b
見
れ
ば
台
家
の
法
性
な
る
も

の
は
、
大
宇
宙
の
妙
色
中
に
含
前
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

之
を
以
て
、
宇
宙
の
本
体
ご
論
じ
、
連
帯
ご
栴
へ
、
十
持
の
事
相
は
之
よ
b
頴
現
し
、
生
起
す
る
と
す
れ
ば
、
所
謂

プ
ラ
ト

γ
の
「
一
切
万
有
は
、
悦
惚
夢
の
如
主
イ
デ
ア
の
世
界
よ
り
殴
落
し
来
っ
た
も
の
に
し
て
、
法
界
は
畢
一
党
イ
デ

ア
の
世
界
の
蔭
影
に
過
ぎ
守
」
と
論
今
る
観
念
論
と
何
の
捧
ぷ
所
が
な
レ
の
で
あ
る
。
又
、
道
家
の
虚
無
設
に
も
類
似

し
て
居
b
、
彼
の
欧
州
中
世
の
哲
皐
ご
も
、
同
一
親
し
了
せ
る
の
で
あ
る
。
若
し
、
此
の
設
に
従
は
ん
ご
す
れ
ば
、
無

よ
b
有
を
生
じ
た
り
て
ふ
、
本
無
今
有
の
論
談
L
も
首
肯
せ

F
る
を
得
ぬ
し
、
又
、
性
よ
b
相
を
出
す
と
す
れ
ば
、
相

は
性
の
一
部
品
川
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
修
徳
は
性
徳
の
全
部
を
具
備
す
る
と
云
ム
乙
と
は
、
何
？
一
根

擦
と
し
て
之
を
論
守
る
か
、
吾
人
は
大
な
る
疑
問
を
持
た
守
に
は
、
之
を
見
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
例
せ
ば
窓



よ
h
落
下
せ
る
、

一
個
の
間
石
や
捉
へ
て
、
天
体
の
性
質
悉
く
之
に
備
は
れ
b
と
云
ふ
が
如
き
、
奇
論
に
到
達
せ
ね
ば

止
ま
ぬ
事
と
思
ム
。

蒼
空
高

c、
散

b
ば
め
ら
れ
た
、
彼
の
億
千
の
旦
辰
に
さ
へ
、
命
ほ
、
依
然
と
し
て
吾
人
の
解
し
科
べ
か
ら

F
る、

解
す
る
こ
と
を
許

3
れ
ぬ
、
幾
多
の
秘
密
が
伏
在
し
て
ゐ
る
、
然
ら
ば
、
森
最
た
る
万
有
は
、
真
如
の
一
一
四
よ
b
額
現

せ
、
り
て
ふ
前
提
を
あ
げ
て
、
直
も
に
全
性
起
修
を
論
じ
、
十
界
互
具
、

一
念
三
千
を
決
論
せ
ん
ご
す
る
事
は
、
国
よ
b

周
到
せ
る
議
論
と
云
ふ
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
印
も
、

一
如
的
賞
在
論
は
、
末
だ
以
て
経
王
法
華
経
の
異
義
を
論
謹
せ

ぎ
る
の
み
か
、
寧
ろ
事
肢
の
二
元
論
と
同
ず
る
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
な
き
か
、

斯
く
論
じ
来
れ
ば
、
悠
々
た
る
宇
古
は
、
賃
在
よ
b
仮
生
し
た
る
椴
現
に
あ
ら
ず
し
て
、
花
笑
ひ
、
烏
歌
ム
の
嘗
体
、

郎
、
日
記
れ
賓
相
に
し
て
平
等
不
可
忠
義
の
妙
趣
ご
な
h
、
峨
や
た
る
山
中
獄
、
作
ん
Y

た
る
蒼
海
も
皆
悉
く
常
寂
光
土
と
な

る
の
で
あ
る
、
赴
令
離
れ
て
別
に
本
体
な
く
、
十
界
は
印
異
則
と
な
る
の
で
あ
る
。
提
婆
日
間
に

「
視
三
千
大
千
世
界
、
乃
至
無
有
如
芥
子
化
川
、
非
必
菩
薩
拾
身
命
慮
、
一

正、

H
疋
れ
宇
宙
開
の
一
市
一
木
、

一
礁
一
座
悉
く
偽
陀
の
原
子
な
り
と
説
い
て
、
泣
治
な
き
も
の
で
あ
る
。
放
に
、
税

心
木
雰
紗
に
（
九
三
九
）
此
の
意
常
述
べ
て

一
妙
位
ノ
蒋
牲
我
等
ヵ
骨
肉
ナ
リ
、
凶
県
ノ
功
徳
骨
髄
ニ
ア
フ
ズ
ヤ

F
一

折

uma的
部
門
よ
り
抑
た
る
台
、
九
川
川
雨
一
本

一
八
七



輔
自
準
的
部
門
よ
り
掴
倒
れ
る
台
、
品
曲
繭
家

一ヘヘ

之
、
郎
ち
、
嘗
家
の
哲
理
は
賞
に
「
十
界
事
常
住
」
に
あ
b
、
宇
宙
万
象
を
以
て
、
直
ち
に
無
始
久
誌
の
備
陀
と
見
、

十
界
は
本
来
同
体
と
見
る
の
で
あ
る
。

（

D
）
 

結

論

要
す
る
に
、
台
家
に
於
い
て
は
、
其
の
主
張
す
る
所
、
賓
仁
謹
面
本
裏
に
し

τ、
混
然
た
る
賓
相
の
一
一
却
を
以
て
、

法
華
経
の
体
と
な
し
、
諸
経
の
契
A
口
ご
し
、
叉
、
諸
法
の
本
体
と
見
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
玄
義
第
九
に
（
三
八
B
）

「
第
七
－
一
一
編
ク
一
切
法
ノ
体
ト
ナ
Y
ト
て
観
綾
－
一
云
夕
、
毘
虚
遮
那
一
切
慮
－
一
一
伽
ス
ト
、
初
メ
ノ
文
川
一
決
身
ヲ
指

ジ
ア
経
ノ
正
体
、
諸
経
ノ
所
依
ト
ナ
ス

乃
至

滞
名
ユ
日
ク
無
住
ノ
本
ヨ
リ
一
切
ノ
法
ヲ
立
ッ
、
此
謂
平
、
然
y
z
所

依
ノ
体
A

体
妙
－
一
ジ
ア
異
無
シ
、
能
依
ノ
法
川
法
－
一
危
妙
ア
リ
」

と
、
乃
ち
、
台
家
に
於
て
は
、
正
し
く
宇
宙
の
太
源
を
以
て
、
無
相
の
極
理
と
み
な
す
の
で
あ
っ
て
、
同
謂
、
有
悌
無

悌
性
相
常
然
た
る
、
三
身
卸
一
の
法
身
が
万
有
の
奥
底
に
潜
在
し
、
弦
仁
、
本
有
的
に
築
浄
の
二
法
を
具
備
し
て
自
ら

願
現
し
、
こ
れ
が
修
善
修
悪
と
な
b
、
森
最
た
る
三
千
の
諸
法
を
展
開
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
是
法
住
法
位

世
間
相
常
住
の
文
は
、
貴
に
台
家
宇
宙
論
の
異
髄
に
し
て
、
縦
令
、
嘗
体
会
是
の
「
具
」
字
を
以
て
、
修
性
不
離
を
主

張
す
ゐ
と
は
云
へ
、
現
象
を
以
て
偲
現
調
し
、
賞
在
を
以
て
湛
然
不
動
イ
』
槻
じ
て
、
賃
在
の
一
面
に
特
に
力
を
入
れ
し

傾
向
あ
る
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
台
家
の
主
張
は
邸
も
、
現
象
郎
賞
在
論
に
非
ず
し
て
、
賃
在



却
現
象
論
ご
云
ム
ベ
主
で
あ
る
。

営
家
に
於
て
は
、
買
に
本
面
悲
裏
に
し
て
、

一
部
唯
本
を
主
張
し
、
書
量
秘
沈
の
無
作
三
身
を
以
て
、

一
艇
の
正
体

と
な
し
、
叉
．
天
月
と
翻
じ
、
擁
℃
又
万
何
の
色
相
を
の
も
の
と
見
る
の
で
ゐ
る
。
き
れ
ば
翻
心
本
牢
抄
に
（
九
三
九
）

「
今
本
地
ノ
婆
婆
世
界
こ
ニ
災
ヲ
離
レ
四
劫
ヲ
出
デ
タ
Y
常
住
ノ
浮
土
ナ
リ
、
悌
飯
－
一
過
去
ニ
モ
減
セ
ズ
未
来
－
一
毛

生
ゼ
ズ
所
化
以
ア
同
体
ナ
ヲ
、
此
郎
巳
心
ノ
三
千
具
足
三
和
ノ
世
間
ナ
リ
」

と
、
天
地
を
以
て
一
体
ご
な
し
‘
無
始
活
動
の
現
象
を
捉
へ
て
、
直
ち
に
貫
相
と
明
し
、
常
住
と
談
じ
、
本
体
は
事
ん
T

物
々
の
上
に
在
る
と
見
る
の
で
ゐ
る
o
郎
ち
、
台
家
の
如
〈
静
止
的
問
体
を
以
1
宇
宙
の
貰
相
と
す
る
に
非
ず
し
て
、

寧
ろ
、
斯
の
如
き
も
の
は
、
事
象
よ
b
抽
出
し
て
得
た
る
概
念
に
過
令
し
て
、
無
幻
虚
無
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で

あ
る
吉
見
る
。

何
と
な
れ
ば
、
賃
在
は
性
に
あ
ら
ず
し
て
寧
ろ
相
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
台
家
が
仮
現
と

考
へ
た
る
修
徳
は
、
蕊
に
本
有
の
賃
在
ミ
な
っ
て
、
帝
王
乞
食
も
、
寅
一
臨
も
不
修
不
結
宛
然
と
し
て
、
無
作
三
身
の
寧

形
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
貨
在
卸
現
象
論
、
此
は
現
象
印
賞
在
論
、
彼
は
四
融
通
、
此
は
事
融
通
、
彼
は
十
回
介
互

具
、
此
は
十
界
同
体
、
彼
は
控
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
の
一
念
三
千
で
あ
る
の
で
あ
る
、
故
に
日
蓮
聖
人
は
、

「
一
念
三
千
ノ
観
法
－
二
一
ツ
ア
リ
ノ
、

一
川
聞
こ
れ
事
ナ
リ
、

天
台
博
敬
ノ
御
時
－
一
二
列
ナ
ソ
、
今
A

事
ナ
リ
、
概
念
既

折
同
準
的
部
門
よ
り
槻
た
る
台
、
信
雨
家

ノ、
九



生
活
鞍
線
と
宗
致
問
題

一
九
O

－一勝
U
F

故
－
一
大
難
色
ア
サ
Y
、
彼
ρ

迩
門
ノ
一
念
三
千
、
此
川
本
門
ノ
一
念
三
千
ナ
ヲ
、
天
地
造
ニ
異
Y
也」

ε、
以
て
、
台
営
爾
家
の
異
目
、
勝
劣
等
を
知
る
ぺ

3
で
あ
る
、

き
れ
ば
、
間
性
を
以
て
賞
三
し
、
事
相
を
以
て
、
椛

と
な
し
、
金
性
起
修
を
附
曾
し

τ、
強
い
て
十
界
互
具
を
設
か
ん
と
す
る
台
家
の
哲
串
は
、
寛
に
、
営
家
事
制
仰
の
簡
明

直
裁
に
し
て
、
而
も
、
能
く
事
現
の
奥
底
を
論
議
せ
る
に
及
ば

Feb
事
、
甚
だ
遠
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
略
し
て
台
営
雨
家
の
哲
皐
的
方
面
に
就
て
、
之
k
批
諭
せ
し
三
雄
も
、
吾
人
は
、
唯
、
開
の
徹
底
せ
る
事
の

み
に
満
足
を
抱
〈
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
英
目
的
、
卸
も
、
賃
際
的
方
面
救
済
と
し
て
の
宗
敬
の
其
偵
、
果
し
て
如
何
か
、
吾
人
は
更
に
之
に
就
い

T

－
論
越
せ
ん
と
は
す
れ
、
紙
敷
の
許

3
w
h
る
所
、
随
っ
て
、
攻
回
に
於
い
て
之
そ
論
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
幸
以

に
之
を
諒
せ
よ
。

（
昭
和
五
年
仲
秋

伊
_•J_ 

錦
ま
精
合
に
て
，
v

生
活
戦
線
と
宗
教
問
題

津

回

歓

貞

最
近
の
世
相
を
展
望
す
る
に
、
「
大
東
京
失
業
者
四
十
寓
を
突
破
す
、
全
国
失
業
者
無
慮
百
寓
に
及
ば
ん
・
と
す
云
々
」


